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ピ
ア
ソ
ン
会
が
発
足
し
た
の
は
１
９
９
８
年
の
９
月
。
そ
の

後
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
運
営
管

理
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
記
録
を

２
０
０
９
年
１
月
「
ピ
ア
ソ
ン
会
十
周
年
記
念
誌
」
と
し
て
皆

様
に
報
告
の
た
め
発
行
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
ピ
ア
ソ
ン
会
発

足
か
ら
満
23
年
、
法
人
設
立
か
ら
20
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
間
の
活
動
の
記
録
を
再
度
整
理
し
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
遺
産

W
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
の
助
成
を
得
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
記
念
誌
発
行

の
編
集
作
業
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

10
月
末
に
完
成
し
、
20
部
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
で
国
立
国

会
図
書
館
・
道
立
図
書
館
・
北
見
市
立
図
書
館
な
ど
、
関
係
団

体
へ
の
寄
贈
を
。
一
般
に
は
、
電
子
書
籍
と
し
て
配
布
で
き
る

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。。　

　

会
が
発
足
し
て
か
ら
の
、
23
年
間
の
活
動

記
録
ま
と
め
ま
し
た
。
主
な
項
目
は
、

◎
は
じ
め
に

１　
「
ピ
ア
ソ
ン
会
の
活
動
と
経
緯
」

　
　

こ
の
項
は
１
９
９
８
年
の
会
の
創
立
か

　

ら
、
２
０
２
０
年
度
の
活
動
を
記
録
。

２　

会
報
「
ピ
ア
ソ
ン
便
り
」

　
　

創
刊
号
か
ら
97
号
ま
で
の
、
主
な
タ
イ

　

ト
ル
の
索
引
を
記
録
し
て
あ
り
ま
す
。　

３　
「
北
海
道
遺
産
と
し
て
の
活
動
」

　
　

２
０
０
１
年
10
月
に
北
海
道
遺
産
に
認

　

定
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
の
記
録
。

４　
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト　

　

ワ
ー
ク
」
と
し
て
の
活
動

　
　

２
０
０
７
年
５
月
に
、
全
国
の
ヴ
ォ
ー

　

リ
ズ
建
築
に
関
わ
る
人
々
に
よ
っ
て
組
織

　

さ
れ
た
団
体
で
の
活
動
の
記
録
。
年
に
１

　

回
は
全
国
大
会
を
開
催
し
て
来
ま
し
た
。

５　
「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
事
業

　
　

当
会
の
メ
イ
ン
事
業
の
一
つ
と
な
っ
た

　

野
外
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
の
記
録
。
現

　

在
ま
で
22
回
。

６　
「
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
事
業

　
　

１
５
０
年
の
歴
史
を
持
つ
、
ピ
ア
ソ
ン

　

夫
妻
愛
用
の
オ
ル
ガ
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

事
業
の
記
録
。

７　
「
企
画
展
開
催
」
活
動
記
録　
　

　
　

常
設
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
節
目
節
目

　

に
、
各
種
の
企
画
展
を
開
催
し
て
来
て
い

　

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
記
録
と
、
展
示
物
等

　

の
解
説
で
す
。

８　
「
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン
」
事
業
記
録

　
　

２
０
１
４
年
、
ピ
ア
ソ
ン
邸
築
後
百
年

　

の
記
念
の
年
か
ら
、
記
念
館
を
利
用
し
て

　

地
元
に
所ゆ

か
り縁
の
あ
る
テ
ー
マ
で
の
講
演
会

　

や
映
画
会
、
講
習
会
な
ど
、
記
念
館
を
多

　

目
的
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
事
業
を

　

開
始
し
ま
し
た
。
30
回
の
各
種
事
業
の
記

　

録
を
掲
載
で
き
ま
し
た
。

ピ
ア
ソ
ン
会
「
20
年
記
念
誌
」
発
行
　
！

特
定
非
営
利

活
動
法
人

　書名：特定非営利活動法人ピアソン会設立「20 年記念誌」
　頁　：248 頁全カラー版、
　著作権者：特定非営利活動法人ピアソン会　Ⓒ
　発行者　：特定非営利活動法人ピアソン会
　頒布価格：500 円（遠方者は送料込み）の寄付にて！

９　
「
出
版
事
業
」
の
記
録

　
　

当
会
は
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
書
簡
や
レ

　

ポ
ー
ト
な
ど
、
国
内
保
存
物
に
止
ま
ら
ず
、

　

ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
・
プ
リ
ン
ス

　

ト
ン
大
学
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
宗
教

　

資
料
館
な
ど
か
ら
収
集
し
た
資
料
を
翻
訳

　

し
、
ピ
ア
ソ
ン
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

　

で
刊
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
と

　

し
て
復
刻
資
料
本
な
ど
の
提
供
を
し
て
来

　

ま
し
た
。
現
在
ま
で
16
点
の
出
版
物
刊
行

　

の
記
録
で
す
。

10　
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
と
の
交
流
」
記
録

　
　

ピ
ア
ソ
ン
氏
の
故
郷
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
市

　

と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
記
念

　

の
年
に
は
互
い
に
交
流
事
業
を
実
施
し
て

　

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
記
録
写
真
等
を
ま
と

　

め
ま
し
た
。

11　
「
ピ
ア
ソ
ン
会
の
受
賞
」
の
記
録

　
　

当
会
は
、
過
去
に
三
回
表
彰
を
受
け
て

　

い
ま
す
。
①
「
北
の
み
ら
い
奨
励
賞
」。
②

　

北
海
道
文
化
財
保
護
功
労
賞
。
③
北
見
市

　

教
育
文
化
体
育
功
労
賞
。
こ
れ
ら
の
受
賞

　

の
記
録
で
す
。

12　

主
な
新
聞
報
道
・
雑
誌
紹
介
記
事
等

　
　

当
会
発
足
以
来
、
新
聞
雑
誌
等
で
当
会

　

活
動
記
録
が
記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
来

　

ま
し
た
が
、
主
だ
っ
た
記
録
の
一
部
を
掲

　

載
し
ま
し
た
。

13　

参
考
資
料

　

⑴　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
開
館
以
来
の
入
館

　

者
数
を
資
料
と
し
て
掲
載
。
当
会
が
関
わ

　

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
来
館
者
増
を
知

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

⑵　

当
会
が
記
念
館
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

　

て
か
ら
、
運
営
・
事
業
・
活
動
の
た
め
に
、

　

助
成
金
・
協
賛
金
・
寄
付
金
等
ど
の
よ
う

　

な
団
体
の
協
力
を
得
て
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館

　

の
た
め
に
使
用
し
て
来
た
か
、
を
一
目
瞭

　

然
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
編
集
後
記
・
奥
付

　

編
集
に
関
す
る
記
録
を
掲
載
。

※
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
て
実
費
頒
布
！
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冬
の
寒
さ
を
乗
り
切
る
料
理
！ 

　

 ハッピータウンの珈琲店
◎ OPEN：10:00 〜 18:00(L.O 17:30)
◎定休日：火曜日、水曜日
◎場　所：津別町幸町 11 番地
◎電　話：080-6083-7233（営業日・営業時間内に限る）
◎自家焙煎のコーヒー豆各種類の販売もしています。
注意！元機械店にての営業で、表は「新山機械店」表示ママ

0 0

自家焙煎スペシャルティコーヒー　cafe 津別珈琲を訪ねて

　
薪
ス
ト
ー
ブ
が
心
も

解
し
て
く
れ
ま
し
た
！

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
来
館
者
で
、
今
夏

本
州
か
ら
ユ
ー
タ
ー
ン
し
、
津
別
町
の

幸
町
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
住
所
も
《
幸
町
》
な
の
で
、

《
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン

0

0

0

0

0

0

0

の
仲
間
》
と
し
て
、

互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
と
な
り
ま

し
た
。
薪
の
ス
ト
ー
ブ
が
と
て
も
暖
か

く
心
地
よ
い
お
店
で
し
た
。

　
　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
北
海
道
遺
産

交
流
会
議
が
、
本
年
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
対
策
を
講
じ
て
、

参
加
人
数
限
定
に
よ
る
会
場
と
、
全
道
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ

る
参
加
形
式
で
、
10
月
26
日
火
曜
日
、
15
時
よ
り
ホ
テ
ル
ポ
ー

ル
ス
タ
ー
札
幌
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
は
、
北
海
道
遺
産
協
議
会
石
森

秀
三
会
長
、
来
賓
の
挨
拶
は
北
海
道
鈴

木
直
道
知
事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
１
部
「
北
海
道
遺
産
20

周
年
セ
レ
モ
ニ
ー
」
と
し
て
、
ほ
っ
か

い
ど
う
遺
産
W
Ａ
Ｏ
Ｎ
寄
付
金
感
謝
状

贈
呈
式
が
あ
り
、鈴
木
知
事
（
写
真
中
央
）

か
ら
イ
オ
ン
北
海
道
（
株
）
代
表
取
締

役
社
長
青
柳
英
樹
様
（
写
真
左
）
へ
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
右
は

石
森
会
長
）

　

毎
年
一
千
万
円
近
い
寄
付
金
が
、
北

海
道
遺
産
に
関
わ
る
団
体
等
へ
の
助
成

金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
青
柳
社
長
よ
り
『
ほ
っ
か
い

ど
う
遺
産
W
Ａ
Ｏ
Ｎ
10
年
記
念
カ
ー
ド

の
お
披
露
目
』
が
あ
り
、
第
１
号
の
カ
ー

ド
が
鈴
木
知
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
と
し
て
、
北
海
道
遺
産
20
周

年
記
念
セ
ッ
シ
ョ
ン
『
北
海
道
遺
産
の

こ
れ
ま
で
、
こ
れ
か
ら
』
の
開
催
。
一

番
目
は
、
話
題
提
供
『
北
海
道
遺
産
20

年
を
振
り
返
っ
て
』
の
内
容
で
、
北
海

道
遺
産
協
議
会
萩
佑
理
事
か
ら
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
番
目
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

北
海
道
遺
産
交
流
会
議
「
北
海
道
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催 

！
開
催
。
総
合
司
会
は
、
北
海
道
遺
産
池

ノ
上
理
事
と
甲
谷
理
事
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
田
代
理
事
。
５
人
の
パ
ネ
ラ
ー
（
①

ピ
ア
ソ
ン
会
伊
藤
理
事
、
②
夢
里
塾
只

野
事
務
局
長
、
③
札
幌
軟
石
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
佐
藤
事
務
局
長
、
④
ア
イ
ヌ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ト
イ
ト
イ
小
川
基
氏
、
新
ひ
だ
か

町
中
村
課
長
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
ち
時
間
が
予
定
よ
り
少
な
く
、
結

果
的
に
は
活
動
報
告
に
終
始
し
、『
こ

れ
か
ら
』
の
部
分
に
は
踏
み
込
め
ず
、

ど
こ
と
な
く
物
足
り
な
い
結
果
に
終

わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
や
は
り
、

《
コ
ロ
ナ
禍
》
の
影
響
が
、
会
議
に
も

及
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
冬
に
向
か
い
ま
す
が
、
そ

の
冬
に
『
暖
か
い
』
北
見
な
ら
で
は
の
簡
単

料
理
を
、
元
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ベ
ル
ポ
ッ
ク
」

の
シ
ェ
フ
三
股
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

《
誰
で
も
作
れ
る
簡
単
レ
シ
ピ
》、
と
欲
張
っ

た
注
文
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
引
き
受
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
メ
モ
書
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
株
）グ
リ
ー
ン
ズ
北
見
の「
オ
ニ
オ
ン
ス
ー

プ
」
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

❶
【
北
見
玉
ね
ぎ
の
オ
ニ
オ
ン
ス
ー
プ
】

　

基
本
に
な
る
の
は
玉
ね
ぎ
の
ペ
ー
ス
ト
で

す
の
で
、
最
初
に
玉
ね
ぎ
ペ
ー
ス
ト
を
作
り

ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
は
縦
半
分
に
し
て
繊
維
に

沿
っ
て
出
来
る
だ
け
薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

厚
手
の
鍋
に
バ
タ
ー
（
無
塩
バ
タ
ー
）
を
入

れ
強
火
で
炒
め
る
。
水
分
が
出
て
半
分
の
量

く
ら
い
に
な
り
色
付
い
た
ら
弱
火
に
し
、
丁

寧
に
丁
寧
に
炒
め
続
け
る
。
キ
ツ
ネ
色
に
な
っ

た
ら
出
来
上
が
り
。（
こ
の
ペ
ー
ス
ト
は
、
何

に
で
も
使
え
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
作
っ
た

場
合
は
分
量
を
小
分
け
し
て
、
冷
凍
保
存
で

い
つ
で
も
使
え
ま
す
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
入

れ
て
も
最
高
で
す
）。
こ
の
自
家
製
オ
ニ
オ
ン

ペ
ー
ス
ト
を
、『
グ
リ
ー
ン
ズ
北
見
』
の
「
た

ま
ね
ぎ
ス
ー
プ
」
に
適
量
加
え
て
出
来
上
が

り
で
す
。

❷
【
オ
ニ
オ
ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ
】

　
「
た
ま
ね
ぎ
ス
ー
プ
」
に
ペ
ー
ス
ト
を
入

れ
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
厚
さ
５
ミ
リ
程
に
切

り
ガ
ー
リ
ッ
ク
バ
タ
ー
を
塗
り
、
と
ろ
け
る

チ
ー
ズ
を
乗
せ
て
焼
く
（
ク
ル
ー
ト
）。
耐
熱

容
器
に
オ
ニ
オ
ン
ス
ー
プ
を
入
れ
、
ク
ル
ー

ト
を
乗
せ
て
焼
く
と
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ
で
す
。

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。　
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十
二
月
ク
リ
ス
マ
ス

　
　

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年

　
　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
、
十
勝
の
渡
辺

　
　

勝
・
カ
ネ
夫
妻
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ

　
　

ー
ド
を
送
る
。(

五
一
歳)

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
が
、
公
休
帰
国
中
エ

リ
ザ
ベ
ス
か
ら
送
っ
た
も
の

　
　

発
信
局
印

　
　
　

１
９
１
２
・ 

11
・
25 

エ
リ
ザ
ベ
ス
市

　
　

受
信
局
印

　
　
　
　

１
９
１
２
・ 

12
・ 

20　

函
館

が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
宛
名
は
ピ
ア

ソ
ン
さ
ん
の
手
書
き
の
日
本
文
字
と
英

語
が
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
面
は
、

日
本
語
部
分
が

　

之
は
私
の
生
ま
れ
ま
し
た
教
會
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
大
正
新
年
御
芽
出
た
う
。

　

投
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
：
北
原
俊
之

　
　
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
年
譜
か
ら
拾
う　
　

　
　
　
　

〜 
十
一
月
、
十
二
月
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ 

〜

第６回

　

初
め
の
時
よ
り
も
ま
さ
れ
る
恩
恵
を

　

汝
等
に
施
す
べ
し
。

と
あ
り
、
そ
の
横
に
英
文
で
旧
約
聖
書

の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
／
36
章 

11
節

　
　
　
〔
略
〕
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
上

　
　

に
人
と
獣
と
を
ふ
や
す
。
彼
ら
は
ふ　

　
　

え
て
、
子
を
生
む
。
わ
た
し
は
あ
な　

　
　

た
が
た
の
上
に
、
昔
の
よ
う
に
人
を　

　
　

住
ま
せ
、
初
め
の
時
よ
り
も
、
ま
さ　

　
　

る
恵
み
を
あ
な
た
が
た
に
施
す
。
そ　

　
　

の
時
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
が
主　

　
　

で
あ
る
こ
と
を
悟
る
。「
口
語
訳
」

　
「
神
が
〝
土
地
の
回
復
〟
を
約
束
し
て

　

い
る
」
こ
と
を
語
る
場
面
。

　

▼
辛
苦
の
暮
ら
し
に
励
ま
し
の
言

　

葉
を
贈
っ
て
い
る
。

写
真
／
ピ
ア
ソ
ン
が
送
っ
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
（
右
は
宛
名
面
）、
下
は

　
　

裏
面
で
、
母
教
会
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
長
老
教
会
堂
。

◇
註　
「
大
正
新
年
」
と
は

＊
１
９
１
２
年
７
月
30
日
明
治
天
皇
崩
御
。

７
月
30
日
か
ら
大
正
元
年
と
な
る
。

　

渡
辺
勝
は
、
１
８
８
３(

明
治
16)

年
、

未
開
の
十
勝
開
拓
に
入
っ
た
「
晩
成
社
」

の
依
田
勉
三
と
と
も
に
幹
部
三
人
の
一
人
。

　

カ
ネ
は
、
そ
の
妻
と
し
て
開
拓
家
族

の
子
ど
も
達
に
教
育
を
し
、
同
じ
く
地

域
に
い
た
ア
イ
ヌ
の
子
等
も
同
等
に
教

育
を
し
た
。
開
拓
を
支
え
た
女
性
。
そ

の
根
本
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
。
毎
週

夫
の
勝
と
と
も
に
自
宅
で
キ
リ
ス
ト
教

の
集
会
を
行
っ
た
。
Ｇ
・
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
も
含
め
宣
教
師
な
ど

も
訪
れ
て
い
る
。
キ
リ

ス
ト
教
の
原
点
は
横
浜

共
立
女
学
校
の
Ｌ
Ｈ
・

ピ
ア
ソ
ン
校
長
の
影
響

が
大
き
い
。
１
８
９
３

（
明
治
26
）
年
、
開
拓

地
を
捨
て
て
、
シ
カ
リ

ベ
ツ
村
（
現
在
音
更
町
）

に
入
植
、
牧
場
を
経
営
。

１
９
２
２
年
夫
の
死

後
、
帯
広
に
戻
っ
た
。

 　

─
─
─
─
─
─　

    

（写真：帯広百年記念館提供）

渡辺勝・カネ夫妻（1883 年結婚時の写真）

　この年、二人は十勝の開拓に入植

　

北
見
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
か

(

４) 

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

〔
略
〕　

北
見
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
会
行
事
が

公
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
１
９
０
５
（
明
治

38
）
年
の
事
で
す
が
、
ツ
リ
ー
の
記
録
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
北
見
に
来
て
か
ら
、
ピ

ア
ソ
ン
邸
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、

子
供
た
ち
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

記
録
に
１
９
１
８（
大
正
７
）年
と
あ
り
ま
す
。

母
子
が
集
ま
り
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
食
べ
た

よ
う
で
す
。〔
略
〕

『
改
稿
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
④
ピ
ア
ソ
ン

会
理
事　

伊
藤
悟
』：
ピ
ア
ソ
ン
便
り
第
77
号

2017.12.10/

３
面

    

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

    

北
見
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
残
る

一
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
二
枚
の
写
真
と
変

わ
ら
ぬ
現
代
の
姿

〔
略
〕
も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
が
北
見
で

最
初
に
開
か
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。〔
略
〕

　

施
設
を
管
理
す
る
ピ
ア
ソ
ン
会
の
所

蔵
資
料
の
中
に
、
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
撮

影
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
シ

ー
ズ
ン
の
写
真
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
一

枚
は
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
の
ア
イ
ダ
夫
人

と
地
元
の
女
性
、
子
ど
も
達
三
〇
人
ほ
ど

が
写
っ
た
写
真
で
、
人
々
の
背
後
に
は
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
絵
と
ツ
リ
ー
が
写
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ピ
ア
ソ
ン

邸
で
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
写
真
。

ピ
ア
ソ
ン
会
事
務
局
長
の
伊
藤
悟
さ
ん

は
、「
子
ど
も
達
は
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
た

り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
た
り
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
当
時
の
光

景
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

　

も
う
一
枚
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

挟
み
、
両
側
に
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
座
っ
て

い
る
写
真
で
す
。〔
略
〕

経
済
の
伝
書
鳩
・
別
冊
鳩
ナ
ビ2019(

令
和
元)

年
11
月
29
日
（
金
）
２
面

（
写
真
左
：
北
見
幼
稚
園
年
長
組
と
と
も
に
）
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

    
◆
貴
重
な
写
真　
　
　

一
九
二
一
年
一
月
初
め
◆

　

ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　

ピ
ア
ソ
ン
邸
の
来
客
者

ク
リ
ス
マ
ス
を
ピ
ア
ソ
ン
邸
で
過
ご
し
た
北
星
女

学
校
指
導
者
と
本
州
の
宣
教
師
が
ス
キ
ー
を
し
て

楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
貴
重
な
も
の
で
す
。

  

北
星
女
学
校
エ
バ
ン
ス
の
ア
ル
バ
ム
に
残
さ
れ
て

い
た
も
の
。（
北
星
学
園
創
立
百
周
年
記
念
館
提
供
）

　

整
理
メ
モ
に
は
、

　

Christm
as up at N

okkeushi 1921

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
：
最
果
て
の
野
付
牛
に
て
」
と
あ

り
、、
裏
面
に
は
写
真
の
説
明
書
き
が
メ
モ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
記
載
か
ら
推
定
す
る
と
、
写
っ
て
い
る
人

物
は
、
左
か
ら

・M
iss Grace Pierson Curtis

（
推
定
）

・M
iss Elizabeth M

argaret Evans

・
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻

・M
iss Katherin Arbury

と
な
り
ま
す
。
こ
の
四
人
が
、
１
月
３
日
に
、
野

付
牛
の
駅
で
列
車
に
乗
るM

iss W
ilson

と
い
う

女
性
を
見
送
っ
て
い
る
一
コ
マ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※M
iss W

ilson

は
、M

iss Gertrude W
ilson 

　

(

来
日1920, Joshi Gakuin)

。

　

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

＝
『Christian Yearbook 1921

』
調
べ

    　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

    

◆
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
寮
生
と
の
逸
話

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

一
九
二
七
年
十
二
月
◆

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師

　
　

驚
く
べ
き
日
本
語
力

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
ろ
う
体
で
し
ゃ
べ
る
！

　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
が
、
書
く
こ
と
も
話
す
こ
と

も
卓
越
し
た
日
本
語
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
逸
話

　

日
本
人
で
も
正
し
く
話
す
こ
と
が
難
し
い
「
そ

う
ろ
う
文
体
」
で
話
す
と
い
う
ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

※
読
み
に
く
い
の
で
す
が
、
書
籍
の
原
文
を
そ

の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
そ
う
ろ
う
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
猪
之
助
氏
の
想
い
出

　

来
年
は
帰
国
す
る
と
い
う
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

御
祝
の
会
が
「
三
柏
の
杜
」
の
集
会
室
に
夕
方
か

ら
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
招
待
さ
れ
た
も
の
は
ピ

ア
ソ
ン
寮
の
一
同
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
聖
書

を
読
み
，
神
の
み
こ
と
ば
は
解
説
さ
れ
，
さ
ん
美

歌
を
歌
っ
て
栄
光
を
た
た
え
て
後
， 

ピ
ア
ソ
ン
さ
ん

は
，
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
，
そ
う
ろ
う
文
を
口
ず

さ
ま
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
，
思
い
出
し
思
い

出
し
な
が
ら
の
口
ず
さ
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
語
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
と
存
じ
候
。
そ

れ
で
も
そ
ろ
そ
ろ
な
ら
ば
，
そ
ろ
ば
ん
も
出
来
申

候
。
候
文
で
今
晩
の
御
あ
い
さ
つ
を
申
上
候
。
御

承
知
の
と
お
り
の
イ
エ
ス
様
の
誕
生
日
の
御
祝
を
，

今
晩
こ
れ
か
ら
始
め
申
候
。
出
席
の
よ
い
日
曜
学

校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
は
，
ご
ほ
う
美
を
あ
げ
申

候
。
み
ん
な
よ
い
生
徒
さ
ん
た
ち
だ
か
ら
，
み
な

さ
ん
に
聖
書
と
カ
ー
ド
と
ご
ち
そ
う
と
を
上
げ
申

候
。
最
後
に
日
曜
学
校
の
校
長
さ
ん
〔
私
の
こ
と
〕

に
は
，
こ
の
望
遠
鏡
を
あ
げ
申
候
。
こ
の
望
遠
鏡

は
私
の
お
ぢ
い
さ
ん
が
，
大
学
の
教
授
を
や
め
る

と
き
，
生
徒
た
ち
か
ら
記
念
に
贈
ら
れ
た
も
の
に

こ
れ
有
り
候
。
こ
れ
を
ア
イ
ピ
ー
ス
（
対
眼
鏡
）

の
ほ
う
か
ら
の
ぞ
け
ば
，
い
つ
で
も
ア
メ
リ
カ
に

居
る
わ
た
く
し
た
ち
の
よ
う
す
は
見
ら
れ
申
候
。

も
し
こ
の
望
遠
鏡
を
さ
か
さ
ま
に
し
て
オ
ブ
ゼ
ク

テ
ブ(

対
物
レ
ン
ズ
）
の
ほ
う
か
ら
の
ぞ
い
て
く
だ

さ
れ
ば
，
そ
の
つ
ど
，
ア
メ
リ
カ
に
居
る
私
ど
も

か
ら
，
日
本
の
皆
さ
ん
を
見
ら
れ
申
候
。
そ
れ
で

と
き
お
り
さ
か
さ
ま
に
し
て
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
る

よ
う
，
お
願
申
上
候
。
…
…
…
」

と
よ
ど
み
な
く
申
し
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
一
同
驚

ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
そ
う
ろ
う
文
を
知
ら

　（写真説明　）

　　最上部の写真は野付牛駅の

　ホームで撮影したものか。

　上　／写真裏のメモ（実物）

　上左／文字を活字にしたもの

　下左／上記の日本語訳

　右２枚／不慣れなスキーを楽

　　　　　しんでいる様子

（
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
北
星
学
園
創
立
百

周
年
記
念
館
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す
）

1  Grace
 2  Catherine Arbury
 Dr. & Mrs. Pierson
  We were seeing Miss Wilson
  off on the train, the 3rd of Jan. 
  Very good of the Piersons
  My smile seems frozen on -

１　グレイス
２　キャサリン・アーベリイ
　　ピアソンご夫妻

　１月３日、ミス・ウィルソンが
列車に乗るのを見送っていました。
　ピアソン夫妻には本当にお世話
になりました。
　私の笑顔は、凍りついているみ
たい。



５

　「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
」
開
催
！

な
い
生
徒
た
ち
は
，
目
を
バ
チ
ク
リ
し

て
な
が
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
そ
う
ろ

う
文
は
興
味
し
ん
し
ん
た
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
，
と
て
も
か
き
と
る
余
裕
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
思
い
出
し
て
そ

の
意
味
だ
け
を
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

た
だ.

「
そ
ろ
そ
ろ
な
ら
そ
ろ
ば
ん
も
で

き
申
候
」
と
い
う
句
だ
け
は
原
文
そ
の

ま
ま
で
あ
り
ま
す
。

出
典
：『
ピ
ア
ソ
ン
氏
の
想
い
出
』（
北

見
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
編
１
９
５
９
）

（
写
真
説
明
）

父
の
遺
品
、
望
遠
鏡

　

ピ
ア
ソ
ン
の
父
親
が
校
長
を
務
め
て

い
た
時
代
の
１
８
５
７
年
に
教
え
子
た

ち
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。    望遠鏡の大きさ：口径６㎝×長さ 88㎝（最大）

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
規

模
を
縮
小
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講

習
会
」
で
し
た
が
、
今
回
も
若
干
人
数

を
制
限
し
て
の
開
催
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
待
ち
に
待
っ
た
講
習
会

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
北
見
市
の
広
報

で
募
集
を
開
始
す
る
と
、
す
ぐ
に
午
前

の
部
が
定
数
、
午
後
の
部
も
翌
日
に
は

定
数
と
な
る
状
況
で
し
た
の
で
、
午
前

午
後
に
２
名
程
の
枠
を
増
員
し
受
付
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
日
曜
日
、
午
前
の
部
に
大

人
７
名
と
子
供
２
名
の
９
名
の
参
加
。

午
後
の
部
に
は
大
人
10
名
と
子
供
１
名

の
11
名
の
参
加
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
指
導
に
耳
を
傾

け
、
ピ
ア
ソ
ン
の
庭
で
集
め
た
素
材
を
、

素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
へ
と
仕
上

げ
て
い
ま
し
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
全
国
大
会
」

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
参
加
　
！

　

昨
年
、
中
止
と
な
っ
た
全
国

大
会
（
滋
賀
の
豊
郷
小
学
校
旧

校
舎
群
予
定
）
が
、
今
年
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
の
方
式

で
実
現
し
ま
し
た
。
主
会
場
は

近
江
八
幡
市
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園

ハ
イ
ド
館
か
ら
、
講
演
⑴
本
田

清
春
氏
、
講
演
⑵
吉
岡
竜
巳
氏
。

両
氏
の
、
豊
郷
旧
小
学
校
保
存

の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
付
け
！

写真／小学生の兄妹の作品。　写真／一心不乱にブドウの蔓にヒバの葉を付けています。写真／福井理事長と玉置理事、講演動画に聞き入る。

写
真
／
モ
ニ
タ
ー
に
映
る
講
演
。

　昨年のクリスマスツリー飾付けは、幼稚園児
自身では、コロナ禍ということもあり、中止せ

ざるを得ませんでしたが、今年の飾付けは、十

分配慮をした上で何とか実施することができま

した。自分で作ったオーナメントを思いを込め、

一つ一つツリーの枝に丁寧に飾りました。

　

12
月
６
日
月
曜
日
、　

北
見
で
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
発
祥
の
館
で
あ
る
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
で
、
恒
例
の
幼
稚
園
児
に
よ

る
ツ
リ
ー
の
飾
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
武
田
花
光
園
さ
ん
協
力
に
よ
る
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
木
に
、
園
児
手
製
の

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
が
次
々
に
掛
け
ら
れ
、

雪
を
模
し
た
綿
な
ど
が
飾
ら
れ
完
成
。

先
生
が
弾
く
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
で
賛
美

歌
を
２
曲
歌
い
、
そ
の
後
全
員
で
の
記

念
撮
影
。
28
名
の
園
児
は
、
近
づ
い
て

来
た
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
を
実
感
で
き
た

の
か
、
友
達
同
士
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

写真／飾付けられたツリーに向かい賛美歌を歌う。

写真／自分で作ったエッグポマンダーを飾る。



６

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　

10
月
11
月
は
日
本
全
土
、
嘘
の
よ
う
に

感
染
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
減
少
の
要

因
が
明
ら
か
で
す
と
少
し
は
安
心
で
き
る

の
で
し
ょ
う
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と

が
不
明
の
ま
ま
で
の
減
少
で
す
の
で
、
ま

た
、
爆
発
的
な
感
染
増
加
が
あ
る
の
で
は
、

と
不
安
も
つ
の
り
ま
す
。

　

当
会
の
活
動
の
記
録
を
ま
と
め
た
、
創

立
23
年
、
法
人
設
立
20
年
の
記
念
誌
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
印
刷
版
20
部
は
記
録

用
と
し
て
各
関
係
団
体
と
図
書
館
へ
寄
贈

し
、
電
子
書
籍
版
を
５
０
０
円
の
実
費
で

配
布
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
開
館
50
周
年
の
感
謝

行
事
も
無
事
終
了
。
11
月
３
日
か
ら
来
館

者
へ
記
念
品
を
配
布
は
５
日
間
で
完
了
。

　

今
回
の
発
行
は
行
事
の
掲
載
で
、
少
々

遅
れ
ま
し
た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
30
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
１
・
10
・
４

◆
北
海
道
は
ど
の
季
節
も
魅
力
的
で
す

が
、
秋
は
殊
の
外
で
す
ね
。
こ
ち
ら
は

春
に
向
か
い
ま
す
。
昨
夜
は
、
特
に
寒

か
っ
た
訳
で
も
な
い
の
に
薪
ス
ト
ー
ブ

を
使
い
ま
し
た
。
今
年
は
わ
ず
か
１
回
。

普
段
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
簡
便
で
、
季
節

終
い
に
様
子
を
見
た
だ
け
で
す
。
◆
最

近
、
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
パ
ー
ク
の
散
歩

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
羊
た
ち
は
１

ヶ
月
過
ぎ
て
も
ま
だ
母
親
の
そ
ば
が
良

い
み
た
い
で
す
。
７
羽
の
幼
鳥
パ
ラ
ダ

イ
ス
ダ
ッ
ク
は
残
念
な
が
ら
１
羽
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
・
10
・
28　

◆
庭
の
池
で
は
睡
蓮
が
毎
日
咲
き
ま

す
。
雨
が
降
り
そ
う
で
、
早
目
の
散
歩

で
す
。
ア
ー
ミ
ー
ベ
イ
の
静
か
な
波
音

に
心
地
よ
く
。
漢
字
や
連
句
0

0

の
学
び
は

続
き
、
今
日
の
熟
語
は
「
軽
佻
浮
薄
」

で
し
た
。

◆
ヘ
ン
リ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ア
ズ
」
を
読
ん
で

い
ま
す
。〈
注
・
１
９
０
５
年
出
版
。

１
８
７
０
年
か
ら
30
年
ほ
ど
の
エ
ッ

セ
イ
集
〉。
ロ
ン
ド
ン
は
じ
め
、
訪
ね

た
所
々
の
印
象
は
当
時
を
想
像
さ
せ
ま

す
。
ダ
ー
ビ
シ
ャ
の
「
ハ
ド
ン
・
ホ
ー

ル
」
も
あ
り
、
初
め
て
英
国
に
行
っ
た

時
ま
ず
訪
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
多
分
、
行
か
れ
た
で
し
ょ
う
。
素

晴
ら
し
い
ヴ
ィ
デ
オ
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
見
つ
け
ま
し
た
。〈
注
・
英
語
音
声
〉。

２
０
２
１
・
11
・
12

◆
皆
さ
ん
の
喜
ば
し
い
様
子
な
ど
共

有
で
き
て
嬉
し
い
す
。
ク
ラ
ブ
・
ア

ッ
プ
ル
〈
注
・
野
生
リ
ン
ゴ
、
ジ
ャ

ム
に
最
適
〉
が
開
花
し
ス
ズ
メ
や
ト

ゥ
ィ
が
来
て
い
ま
す
。
庭
の
ほ
う
れ

ん
草
や
ニ
ン
ジ
ン
は
良
い
の
に
、
豆

が
ダ
メ
だ
っ
た
の
は
種
の
せ
い
ら
し

い
で
す
。

◆
北
見
の
皆
さ
ん
、
秋
か
ら
冬
に
向

か
う
今
、
お
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

２
０
２
１
・
11
・
21　

◆
ピ
ア
ソ
ン
会
の
最
近
の
出
版
物
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
配
達
を
楽
し
み

に
待
っ
て
て
い
ま
す
。

◆
メ
ー
ル
添
付
の
中
で
も
特
に
初
雪
の

光
景
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
季
節
の
変
化
は

北
海
道
ほ
ど
際
立
っ
て
い
な
い
の
で
、

懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
雪
と
寒
さ
は
難

題
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
北
海
道
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
独
特
な
忘
れ
が
た
い

部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
浦
島
さ
ん
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
や

関
連
の
写
真
も
ま
た
と
て
も
興
味
深
か

っ
た
で
す
。
最
近
、
古
い
日
記
な
ど
読

み
返
し
て
い
た
ら
、
そ
の
中
に
浦
島
さ

ん
の
「
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

デ
イ
」
に
何
回
も
帯
広
へ
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。（
注　

浦
島
久
さ
ん

主
宰
英
語
学
校
は
、
年
に
一
度
オ
ー
プ

ン
で
《
英
語
だ
け
の
日
》
を
開
催
。
講

演
を
聴
き
、
参
加
者
全
員
が
広
く
会
話

を
続
け
る
。
ゲ
ー
ム
や
夕
食
あ
り
。
日

本
語
一
回
に
つ
き
罰
金
10
円
。
北
見
か

ら
大
学
生
や
大
人
も
参
加
。
一
泊
）。

◆
こ
ち
ら
は
夏
の
天
候
。
昨
日
は
マ
ン

リ
ー
・
ビ
ー
チ
の
近
く
で
姉
夫
婦
や
姪

の
家
族
と
一
緒
に
過
ぎ
ま
し
た
。
先
週

末
は
テ
・
ハ
ル
ヒ
で
の
ビ
ー
チ
・
ピ
ク

ニ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
で
姉
の
誕
生
日
祝

い
を
し
ま
し
た
。

◆
昨
夜
は
月
食
に
は
天
候
も
良
く
、
８

時
か
ら
11
時
過
ぎ
ま
で
。
月
を
見
て
い

る
と
時
々
モ
ア
ポ
ー
ク
（
ニ
ュ
ー
ジ
ラ

ン
ド
ア
オ
バ
ズ
ク
）
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
、
実
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

冬
に
向
か
う
北
見
の
皆
さ
ん
、
お
変
わ

り
な
く
！

　

△
追
伸
、
最
近
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
末
の
プ
リ
ン
ス
・

エ
ド
ワ
ー
ド
が
載
せ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ

「
ク
ラ
ウ
ン
（
王
冠
・
王
位
な
ど
）
と
国

家
」
を
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
番
組
は

古
い
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
英
国
、
そ

の
歴
史
、
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ
リ
に
関
連

す
る
多
面
的
な
こ
と
は
興
味
深
い
情
報

と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド

ワ
ー
ド
は
正
真
正
銘
の
「
ク
ィ
ー
ン
ズ
・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
を
話
し
ま
す
。
特

に
《
ハ
ウ
ス
》
と
い
う
発
音
は
際
立
っ

て
、
女
王
の
発
音
の
よ
う
で
す
。
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